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1 背景・目的

大量の位置情報付き画像
様々な画像認識手法

位置情報を画像認識に効率的に利用する方法はないか?

未だ精度が
不十分

写真と関連する多様な情報で
効率的にカバーしたい

撮影位置

航空写真の利用:認識対象⇔位置情報 : 密接な関係

海岸の位置を直接すべて記録
するより効率的
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収集した画像に対して，
撮影位置情報に対応する
3種類の航空写真を利用
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Multiple Kernel Learningの利用
複数のSVMのカーネルを線形結合
することにより特徴を統合する

MKLを使用する利点 様々な特徴の最適な重み 種類ごとの重要な重み

実験に使用する
画像の種類と
組み合わせ

分類・評価
方法

3実験結果
海岸 山 道路 鉄道 神社

景色

航空写真から見える 至る所に存在する
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位置情報との関係
が薄い物体

典型的な
ランドマーク

回転、スケー
ル変化など
に対し不変

特徴点における輝度勾配方
向のヒストグラムを記述
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MKLとベクトル結合との比較

分類カテゴリ

各特徴の統合：
マルチカーネル学習，単純なベクトル結合で比較
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MKLによるカテゴリごとの精度と重みの比較

4 結論と今後の課題
結論 : 航空写真の利用の可能性を確認 : 重みとベースラインと
の比較を以て、航空写真が有効なカテゴリを定量的に確認

位置情報が有効 位置情報が若干
有効

位置情報があまり有効でない

今後の課題 分類カテゴリ・航空写真の種類を増やす、多様な付
加情報(色特徴・撮影位置の周辺検索で得られる情報・位置情報
以外のメタデータ(例えば時刻))を特徴として利用することを検討

位置に特有位置に特有ではない
若干

位置に特有

MKLの採用が精度に直接影響し

ているわけではないが、位置情
報と航空写真のどちらがどれだ
け精度向上に貢献したかを定量
的に評価できるようになった。ラン
ドマークは精度が大いに改善した
が、これはSVMの過程で同じ外観

の航空写真を多く学習したためと
考えられる。
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